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たる計画作りを見習いつつ、1999 年 4 月の開設を待った。当時は、首都圏への
集中防止を目的とした工場等制限法が存在しており、東京都区部での大学の定員
拡大が実質的に規制されていた時代である。そのため、それまでの夜間部〈二部〉
の定員を主に使う形での昼夜土日開講制をとり、一方で、都心という有利な立地
を生かした、社会人のリカレント教育を本格的にとりいれた新学部となった。そ
の後、しばらくして同制限法は廃止となり、また、社会人を取り巻く環境の変化
もあり、現在のような形態に変わってきているが、当初数年間は社会人の割合が
とても高く、日本では型破りの新学部（創設 2 年目時点での在籍社会人学生は約
25％）であった。
このような雰囲気の下、私自身は、学部では、地域形成論、地域経済論、都市
環境論の授業を当初より担当し、ゼミでは都心の立地を最大限に活用し都市型
フィールドテーマ研究を常にさせていただいた。学部横断的な部分では、地域研
究センター、エコ地域デザイン研究センターに加わり活動をすることもできた。
また、教員生活の途中、延べ 2 年間のサバティカルも与えられ、英国の大学では
EU 各国からのサステイナブル・シティ研究者が集まる研究センターに机を置き、
様々な都市研究のテーマに身近な形で接するという貴重な経験をし、また、それ
ぞれ数ヶ月間滞在したトルコと中国の大学では、現地教員および同学生と一緒に、
地方都市や地域産業のフィールド調査に参加する体験も得た。
授業の休講ゼロなど健康面等には恵まれていたものの凡愚で、大学や学部への
特段の大きな貢献もなく申し訳ない限りであるが、素晴らしい教育研究環境と、
心温かな学部教員同僚、親切な学部事務の方々に囲まれ、任期を一応全うするこ
とができ感謝に耐えない。学生、卒業生の皆さんと共に学ぶことのできた法政大
学人間環境学部の将来に栄光あれと申し上げつつ、最終講義を終えさせていただ
き、この概要録の筆も置くこととなった。ありがとうございました。
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